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江戸期の旅行記録に見られる相撲体験について 
―モンターヌス，ケンペル，シーボルトを例に― 

 

 

小 林 将 輝 
 

１．はじめに 

 マス・ツーリズムの時代が叫ばれて久しく，日

本においては近年では国の政策の一環として訪日

外国人の増加を促し，その結果，来日する外国人

観光客がますます増加している状況にある。日本

を訪れる外国人観光客の目的，関心は多様である

が，近年のツーリズムの領域の一つとして「スポ

ーツ」が急速に注目されつつあると言えるだろう1)。

とりわけ2020年に東京オリンピックを控えている

現在において，ツーリズムとスポーツという関係

は，経済や産業的な観点，あるいは政治的な面だ

けではなく，スポーツを通じての国際交流や異文

化理解という文化的な側面においても関心が向け

られるようになった。異国から日本に訪れ，アス

リートやプレイヤーとしてスポーツ競技に参加す

る，チームスタッフや大会スタッフとして団体や

運営に関わる，そして単なる一観客，旅行者とし

てスポーツを観戦，体験するといった様々な経験

を通じて，「ツーリスト」たちは日本という国に

ついての直接的な経験を得て，日本のある側面に

ついて知るのである。グローバル化の波はスポー

ツの世界にも及んでいるが2)，現代ではますます

このようなスポーツを通じての異文化との接触の

機会は増えていると言えるだろう。 

 筆者は近年のこのような状況から，現代の私た

ちが「スポーツを通じて世界を見る」ようになっ

ていることを指摘した。そして過去に目を向けて

みても，スポーツを通じて，そのスポーツが根付

いている国のことを眺めるという同様の事態があ

ったことにも言及した3)。江戸期や開国前後，明

治期などに日本に訪れた西洋人たちは，相撲，柔

術，剣術，弓術といった日本で独自に発展した，

伝統的な身体競技や武芸，技芸など，いわば「伝

統スポーツ」4)を初めて直接目の当たりにして，

その接触した体験を語ってきた。これは上述した

マス・ツーリズム化のなかでスポーツのグローバ

ル化が生じている現代と比すれば，確かにその規

模は小さいと言えるものの，江戸期の長い鎖国を

経て，日本自体がまだ外国に十分知られていない

時代にあっては，その驚きや関心の程度は，現代

よりも大きいものだったと言えるはずである。 

 江戸期においては，幕府の長い鎖国政策によっ

て，外国にもたらされる日本についての情報が制

限され，結果として，日本の特異性を示すような

「エキゾチックな」事物，文化，風習などの様々

な事柄が西洋人の関心の的になった。そのような

対象の中で，日本の伝統スポーツも同様に西洋人

の関心をひき，エキゾチズムを呼び起こしたと言

えるだろう。とりわけ巨漢の男たちがほぼ何も身

に着けないで激しく格闘をする相撲は，目をひき

やすく，わかりやすい異国の指標であった。それ

ゆえ日本について語る西洋人たちのお気に入りの

話題の一つであったと言えるだろう。明治期に日

本を訪れたバジル・ホール・チェンバレンが「相

撲取は日本で見かける最も特徴的なものの一つと

して挙げなければならない」5)と述べたように，

相撲は西洋人のエキゾチズムを強く刺激するもの

であったのである。 

 それでは，この相撲に接した西洋人たちの体験

はどのようなものだったのだろうか。そして，彼

らはその体験をどのように受け止め，どのような

表現を与えたのだろうか。 

 本論は西洋人が相撲に接した体験について注目

をする。そしてその体験について報告した記録が

ある場合，その記録を取り上げ，その体験がどの

ように表現がされているのかということを分析す
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ることを主眼としている。西洋人が相撲について

書いた記録は数多くあり，特に鎖国が終わり西洋

人が多く来日した幕末，明治期には目立っている

が，本論においてはその分析の手始めとして，全

体の記録の中で最初期のものをいくつか取り上げ

たい。具体的には日本では江戸初期にあたる時代

に相撲について書いたモンターヌス，同じく江戸

初期に実際に日本を訪れ，その報告がその後の西

洋世界に大きな影響を与えたケンペル，そして江

戸後期ではあるものの，まだ鎖国であった時代に

来日し，ケンペル同様日本通として，その後の西

洋社会の日本像を決定づけたシーボルトの3者を

取り上げ，彼らの相撲体験について分析，検討す

るものである。 

 

２．江戸時代の相撲の様相と外国語表記 

(1)江戸期の相撲について 

 開国前の江戸期に日本を訪れた外国人には，長崎

での通商を通じて関わった清国とオランダの商人た

ち，そしてケンペルやシーボルトのようにオランダ

人商人たちに同行したヨーロッパの人々，通商使節，

加えて通信使を通じて修交した李氏朝鮮の人々など

がいる6)。本論ではなかでもモンターヌス，ケンペ

ル，シーボルトの3者の相撲と接した体験について取

り上げる。しかしそれらにふれる前に，先に，江戸

期の相撲の状況について簡単に述べておく。また，

彼らが「相撲」にあてた用語についても確認をして

おきたい。 

 現代において日本相撲協会主催のもとプロの力

士たちが興業として行っているのが「大相撲」で

あるが，それのもとになるのが「相撲」である。

相撲の歴史や文化については，新田一郎や土屋喜

敬が詳しくまとめているので，以下，それを参考

にしてまとめていきたい7)。 

 格闘が原義である「相撲」は，古来より日本各地

で様々な形で行われていたが，日本が国家として成

立していく歩みとともに，相撲も次第に現代のスタ

イルに統一されていった。古くは農耕儀礼として，

水の神をめぐる神事として各地で行われていたが，

平安期になると天皇が相撲を観覧し，宴を催す

「相撲節
すまいのせち

」が，宮廷の儀礼的年中行事として定着す

る。「相撲人
すまいびと

」と呼ばれる相撲を披露することを生業

にする人々によるこの行事は12世紀まで続くが，新

田は，格闘競技として多様性を持っていた各地の相

撲が，この年中行事を通して「同一性をもった」ひ

とつの相撲に至る契機となったと見なしている 8)。

鎌倉時代になると，京のみならず各地村落において

も寺社における奉納相撲として相撲は行われた。他

方，武家も流鏑馬や競馬などと同様に相撲を好み，

上覧相撲なども行われ，相撲への関心は高かった。

また，中世においては寺社，橋梁等の造営，修繕の

ための寄進を目的とした種々の勧進興行が広まった

が，相撲も同様に勧進興行として行われるようにな

った。寄進を目的とした本来の勧進興行はすでに15

世紀前半には現れたというが9)，江戸時代初めにな

ると，営利目的の勧進相撲興行となっていく。これ

は現代の大相撲に接続するもので，「相撲取」もしく

は「力士」と呼ばれる職業的相撲集団が形成され，

興行としての運営が組織化されていくことになった。

勧進相撲興行は風紀上の問題から禁止令が出される

こともあり，一時断続的に中断したこともあったが，

18世紀になると京，大阪，江戸の三都において定期

的に開催され，発展していく。勧進興行が行われる

一方で，庶民における相撲人気も高まり，街中での

辻相撲，野相撲なども盛んに行われた。 

 

(2)相撲を表す外国語表記について 

 本論で取り扱うモンターヌス，ケンペル，シー

ボルトの3者の資料において見られる相撲や相撲

に関連する用語を以下にまとめる。 

 まずオランダ人であるモンターヌスは，相撲に対

してオランダ語の“Worstelen”，すなわち「格闘」，

「レスリング」を意味する名詞をあてている。相撲

取については“Worstelaers”というように「格闘

者」「レスラー」の意味を表す名詞を用いている。ド

イツ人であるケンペルについては，ケンペルに関係

する図版資料の中で“japanische Ringer”，すなわ

ち「日本の格闘家」という表現が見いだせる。また

同じくドイツ人であるシーボルトは，その著作にお

いて，相撲に対して「格闘技」を意味する
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“Ringkämpfe”をあてている。また，相撲取につい

てはそれを名詞化をし，やはり「格闘家」を意味す

る“Ringkämpfer”を用いているが，同じような意

味の“Ringer”という表現も用いているの確認がで

きる。また日本の表記そのままの“Sumo”という用

語も用いている。 

 本論では3者の資料にあるこれらの用語に基本

的に注目をしていくことになる。 

 

３．江戸期における西洋人の相撲体験 

(1)モンターヌスが描いた相撲 

 相撲が盛んに行われていた江戸期の状況におい

て，来日した西洋人たちは，それにどのように接

したのだろうか。以下，17世紀のオランダ商人た

ちの記録に見られる「相撲」やスポーツの記述に

注目していきたい。フレデリック・クレインスが

この時代に日本について書いたオランダ人たちの

記録を詳しくまとめているので，主としてそれを

参考にしながら論を進めていく10)。 

 日本と最も早い時代に接触したのはポルトガル

人たちだったが，彼らのうち，卓越した言語能力

を持ったイエズス会士たちは1603年に日葡辞典を

出している。これには“Sumo”の項目が見られ，

この言葉が闘技，格闘の意味であると説明され，

「相撲を取る」という文例が示されている11)。ポ

ルトガル人たちに続いて来日したオランダ人商人

たちは，日本に来るにあたって，当初はヤン・ハ

イヘン・ファン・リンスホーテン ( Jan Huyghen 

van Linschoten，1563 - 1611 ) の『東方案内記』

を情報源としていた12)。1583年より5年間ゴアに

滞在したリンスホーテンは，日本を訪問すること

はなかったが，ゴア滞在中及び帰国の折りに聞き

知った日本について，『東方案内記』に1章を割い

て記録を載せている。しかし，そこには相撲に関

係する記述は見られない13)。リンスホーテン以後，

よく参照された日本についての記録にカロンの著

作がある。1619年に平戸のオランダ商館に赴任し，

1638年には商館長に昇進し，通算22年にも渡って

日本に滞在したフランソワ・カロン ( François 

Caron，1600 - 1673 ) は，その滞在の経験に基

づいた記録，通称『日本大王国志』において，日

本にかんする詳細な記録を残した。この報告は，

ヨーロッパ人たちによく読まれ，ケンペルの報告

が出るまでは，日本についての基本書であった14)。

これはリンスホーテンよりもかなり詳しい日本の

報告であるが，これにも「相撲」に関係する記述

は見られない15)。 

 この時期の西洋人によって書かれた相撲につい

ての記録では，モンターヌスが書いたものがあり，

これはかなりボリュームがあるものとなっている。

職業作家であったアルノルドゥス・モンターヌス 

( Arnoldus Montanus，1625 - 1683 ) は，自身

は日本に訪れたことは無かったものの，出版者よ

り依頼を受けて1669年に『東インド会社遣日使節

紀行』（以下，『遣日使節紀行』）を著した16)。こ

れは，モンターヌスが独自に入手したオランダ使

節団の日記，イエズス会士の書簡集，そして，そ

れまでヨーロッパで出たリンスホーテンなどの日

本についての多くの情報を巧みにまとめたもので，

「当時のヨーロッパにおける日本情報を網羅的に

集約した初めての本格的な『日本誌』」17)と言え

るものであった。 

 『遣日使節紀行』は2部からなり，4つのオラン

ダ遣日使節団の報告と，1つの報告が含まれている。

そして，「相撲」という言葉は，1649年から1650年

に江戸を訪れた遣日使節団大使アンドレウス・フリ

シウスの記録の中に見られる。「日本の相撲取 

( Worstelaers / Wrestlers ) の記述」という小見

出しがつけられた段落は以下のように始まる。 

 

 しかし，彼らの宗教に属するこれらの奇妙な習

慣と並んで，日本人はいくつかの身体運動も有し

ている。それらの中では，相撲 ( Worstelen / 

Wrestling ) が賤しいものではない。彼らが相撲

を取る場所は，四角の柵で囲まれ，その周りに観

客が立ち，それを眺める。柵は彼らの腰のあたり

までに達する。塚の上，四つの柱で支えられた四

角の屋根の下に，その競技場の審判が座を占める。

相撲取 ( Worstelaers / Wrestlers ) は，帽子

の形につくられた網の下に髪を収め，これを引き
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絞り，頭頂に固定する。そこからは，小さな紐が

背中まで垂れる。彼らの体の腰から上は，まった

く裸で，わき腹と背中にだけ銅の板をつける。そ

の板の上には皇帝の紋章が彫られていて，胸の部

分は空いており，腰のあたりにある二つの綱でと

められている。板のようなものを，彼らはまた脛

に結わえている。ズボンは，その板に結わえつけ

られた二つのひもで足の間で上に持ち上げられて

いる。このように装具をつけて，彼らは非常にひ

たむきに相手の上にのしかかる。相手を投げると

審判がいる塚に行き，銀あるいは金の板を受け取

るが，それに皇帝の紋章が描かれていることもあ

れば，無い時もある。18) 〔半角カッコで示した原

文表記は全て筆者による。以下，全て同じ。〕 

 

引用中に示したように「相撲」と訳出した原文の名

詞は，オランダ語版では“Worstelen”であり，英

語版では“Wrestling”となっている。「相撲取」

は“Worstelaers”並びに“Wrestlers”である。

従って，“Sumo”という固有名詞が用いられている

わけではないが，ここでは人と人が取っ組み合う一

般的な「格闘」という意味での「相撲」であると同

時に，内容を見るに，日本特有の「相撲」を指して

いることが明らかであることから，「相撲」という

訳語をあてている。 

 さて，この段落に書かれている内容を見てみる

と，ここでは相撲が行われる競技場と観客，相撲

取の頭髪と装い，そしてごく簡単な競技の様子と，

勝利した場合の褒賞について書かれている。なか

でも著者の関心は，相撲取の頭髪と装いに向けら

れていると言えるだろう。 

 頭髪について書かれている内容は，おそらく丁

髷のことを指していると考えられるが，網でまと

められ，辮髪のように後ろに紙を垂らしていると

説明されるように，正確ではなく，奇妙な描写に

なっている。 

 また，おそらく現代で言うまわしのことを説明

した，腰回りの様子も不可思議な説明になってい

る。「皇帝の紋章」が装飾されていることから，

それは飾りがついているものだということがわか

る。江戸時代以前は相撲取が身につけるものは，

下帯，つまり褌であった。これが17世紀後半には

まわしという名称が広がっていくようになる。江

戸時代前半ではこのまわしの前をエプロンのよう

に前に垂らし，そこに模様が書かれた場合があっ

た19)。まわしの股間を覆う縦の部分，いわゆる

「前立褌」は，紐二本で結わえられたズボンとし

て表現されている。2対の紐は「さがり」と呼ば

れるまわしの前に垂らす幾本もの紐を指している

ようにも思えるが，さがりは化粧まわしの独立と

ともに成立したと言われ20)，その両者が別れた時

期は18世紀半ば以降であることから，このモンタ

ーヌスの説明は少なくともさがりをさしているも

のではないと考えられる。モンターヌスはまわし

の帯状の布を紐と取り違え，まわしそのものが股

間を隠すとは想像できなかったのかもしれない。 

 土俵は描かれていないが，どうも「塚」が土俵

を指しているように思われる。その塚の上にある

4本の柱に支えられた櫓のような建物の下に審判

がいるという。この部分については，確かに相撲

の行司は「屋形」と呼ばれる四本柱に支えられる

屋根の下で勝負を見守るので間違ったことは書い

ていない。間違っているのは，力士がその同じ建

物の下にいないことである。これらの描写だけで

はどのようなものを想定しているのかわかりづら

いが，原書に付された挿絵を見ると，モンターヌ

スが具体的にどのようなイメージを持っていたの

かがわかる（図１）。 
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 このような不正確さは，モンターヌスが相撲を

実際に見ていないことに起因している。モンター

ヌスは入手したフリシウス一行の記録等をもとに21)，

日本式格闘 ( Worstelen ) を想像して文章をつ

くり，挿絵もつくらせたのである。本書の他の挿

絵と同様に，本書に頻繁に見られるこのような日

本描写の不正確さやある種の奇抜さは，日本のこ

とがまだ詳しく知られていない時代に成立した，

西洋人による過度のエキゾチズムの表出と見なす

ことができるだろう。このような奇抜さは，現代

の読者さえも関心を示すものであろうが22)，しか

しながら，クレインスが本書に掲載された京都の

風景画に堀川や御所，二条城が描かれているのを

念頭にして，図版には「ある程度の正確さがある

のに驚かされる」23)と述べるように，一定の写実

性もあるのもまた事実ではないだろうか。上で見

たように，モンターヌスの相撲の描写からは，頭

髪の描写が丁髷であり，腰回りの装具の描写がま

わしを説明しようとしていること，あるいは行事

が占める屋形の下の位置のことなども，少なくと

も推測できるのである。書かれた報告のみから異

国の格闘競技を想像し，文章をつくり，挿絵を作

成したということを考えるならば，この描写の不

正確さは納得できるものである。 

 付け加えて言うならば，モンターヌスは相撲の

説明を通じて，確かにそのエキゾチックな様子を

表現しているが，それを特に強調しようとしたわ

けではない。上に続く引用を見るとわかるように，

日本の相撲の説明を出発点にして，各国にある同

様の格闘競技へ目を向け，議論を展開していくの

である。 

 

 日本人がこれらの運動において，かつてギリシ

ア人やローマ人が，運動によって彼らを戦争にお

ける熟練者にし，身体を労働に順応させようとし

たのと同じ意図を持っているということは疑いえ

ないだろう。というのは，ヒエロニムス・メルク

リアリスはヒポクラテスを引用して，相撲は肉，

腱，筋を温め，強くすると述べているからである。

テオドルス・プリシアヌスはこの運動を，冷たい

悪い胃に対して良いとも判断している。そしてオ

リバシウスはそれを水腫に対する卓越した治療法

だと評価している。他の医者は（その反対に）同

じくらいそれに反対しているが，特にそれが熱心

になされた場合にそうであるとしている。しかし

古代の知恵と習慣は，彼らの比較的新しい，個別に

なされた意見よりは価値があると言えるだろう。24) 

 

ここでは，日本人が相撲をするのは，ギリシア，

ローマと同じように，戦争に向けた体づくりをす

るためであるということが述べられ，また，これ

を行うことで，身体の各種機能や症状を良くした

り，回復させたりするなど，治療にもつなげよう

としていることが語られているのが見て取れる。

つまり，ここで述べられる「相撲」という言葉は，

日本固有の相撲ではなく，他の民族で様々な形で

行われている「相撲的競技」の意味で用いられて

いる。前の引用で見たように，日本の固有の「相

撲」は，奇妙な説明が与えられたことで新奇な競

技として提示されているように見えるが，ここで

見られるように，その後の部分では，相撲は西洋

世界に共通してある格闘競技として，その意義や

効能が語られることになる。相撲は他の民族の同

種の競技文化と同列に語られることで，相対化さ

れ，日本の相撲の特殊性は薄められているような

印象を与えるのである。 

 相撲について語る部分は，もう一段落続くが，

そこでは相撲的競技にまつわるエピソードとして

アテーナイの王テセウスが相撲を軍事訓練に使用

したことや，始祖ヤコブが神と相撲を取ったエピ

ソードが語られるのだが25)，日本の相撲の特殊性

は，いっそう視界に入っていないように見える。

ここでモンターヌスが書こうとしているのは，相

撲のような格闘競技を奨励することの軍事的，歴

史的，社会的な意義ということなのではないだろ

うか。従って，日本の相撲の話題をきっかけにし

て，この種の格闘競技それ自体の普遍的な意義を

語っているといえるだろう。 

 加えて言えば，日本の相撲について語るモンタ

－ヌスは，その異国の風習に対し驚きやショック
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などは無く，対象と心理的な距離を保っているよ

うに思える。これはもちろん，モンターヌスが実

際に相撲を見ていなかったことが原因であろう。

そして，相撲の描写にかんして言えば，そこに見

られるのは，エキゾチズムを強調することが意図

されたものというより，実物を見ることなく，伝

聞の情報だけで異国の事物を再現しようとする努

力の結果であるように見える。そして，それを描

写する努力だけでなく，相撲的競技が持つ意義や

効能ということに一般化された関心へと話題が広

げられているということが言えるだろう。 

 なお，モンターヌスの『遣日使節紀行』には，

この相撲の項目以外にも，本文中に相撲という言

葉が出て来るところがいくつか見られる。例えば，

16世紀末，文禄の時代に太閤秀吉に秀頼が生まれ

たことで，関白秀次と次第に不仲になっていった

ことを説明する中で，秀吉が秀次が主催する祝宴

への招待に応じなかったため，秀次が聚楽第に怒

っ て 帰 り ， そ こ で 「 踊 り ， 剣 術 ， 相 撲 

( Wrestling )，弓術，練兵といったことで有名

なあらゆる者を招待して，多くの時間をスポーツ

や運動を見るのに費やし，勝利者にはかなりの褒

美や報酬を取らせた」26)と説明される。本書にお

いては，このように史実を語る中で，相撲という

表現が出る場合もあるということを追記しておき

たい。 

 

(2)ケンペルが体験した相撲 

 江戸期に日本を訪れた西洋人の初期の記録の中

でケンペルの記録ほど，その日本滞在の記録が多

く読まれ，西洋人の日本人観に大きな影響を与え

た人物はいないだろう。ドイツ人医師エンゲルベ

ルト・ケンプファー ( Engelbert Kaempfer，

1651 - 1716 )，通称ケンペルは，オランダ東イ

ンド会社の商館付き医師として，1690年に長崎に

到着した。そしておよそ2年間日本に滞在し，そ

の間に精力的に日本にかんする情報を集め，日本

の地理，気候，動植物相，歴史，江戸参府の折り

の各種見聞といった一般情報に加え，ケンペルの

専門である医学に関わる鍼灸，植物のコレクショ

ン，そして日本地図など膨大な記録を残し，その

後の世代に日本についての重要な情報をもたらし

た。そうしてケンペルの残した記録は，研究者の

みならず，一般の読者に対しても決定的ともいえ

る日本観を与えることになる。 

 ケンペルは帰国後の1712年に，外国滞在の経験

の一部を『廻国奇観』という著作にまとめて出版

した27)。その後，『今日の日本』 ( Heutiges 

Japan ) という大部の著作を出版する予定であっ

たが，生前にはそれはかなわなかった。残された

遺品に関心を持ったイギリスのハンス・スローン

卿は，それを購入し，ヨハン・カスパール・ショ

イヒツァー ( Johann Caspar Scheuchzer，1702 

- 1729 ) に英訳をさせた。このショイヒツァー

の英訳は『日本誌』 ( The History of Japan ) 

として1727年に出版される28)。その後，ドイツで

はクリスティアン・ヴィルヘルム・ドーム 

( Christian Wilhelm Dohm，1751 - 1820 ) が，

ケンペルの姪の遺品の中に二つの原稿を見つけ，

それからドイツ語版を2巻本にしてそれぞれ1777

年，1779年に出版した29)。ショイヒツァーによる

英語版は，ケンペルの手稿を解読するさいに誤訳

が生じたうえ，あやまった解釈が入り込み，また，

章立ての中の不足部分がショイヒツァーによって

独自に補われるなど，ケンペルの手稿に忠実では

ないものであった30)。また，ドームのドイツ語版

はこのショイヒツァーがケンペルの手稿から作成

した写しに基づいており，同様に手稿に忠実では

ない31)。こうした状況の中，2001年になって大英

図書館にあるケンペルの手稿を用い，注釈を付し

た校訂版 ( Kritische Ausgabe ) が『今日の日

本』というタイトルで出版された32)。現在のケン

ペル研究では基本的にはこの校訂版が用いられて

いる。 

 さて，その『今日の日本』で確認してみると，

日本の伝統的身体競技にかんするものとして，祭

りの日に行われる手漕ぎ船による競争について言

及がされていることや33)，京都で見学した三十三

間堂で，1日で数千もの矢を射た者がいたという

記録について言及がされているのが確認できる34)。
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「相撲」とも訳すことができる“Ringen”に関係

する表現は見られるが，それは長崎の役人につい

て触れた箇所で，悪人を捕え，刑を執行する「町

使の者」と呼ばれる下級役人たちが，「格闘術に

熟達している ( in der ringe Kunst geübt ) 」

という言い方においてである35)。つまりここでは

“ringe”は日本固有の「相撲」ではなく，一般

的な「格闘」の意味で用いられている。 

 現在は大英図書館に収められているスローンに

よるケンペルコレクションの中には，追加原稿 

( Additional Manuscripts ) と呼ばれるグルー

プに属する一連のコレクションがある。ゲルハル

ト・ボンによる1979年の報告によると，その中に

5232番の番号が振られた，通常の二つ折り判の本

よりもさらに大きいサイズの資料がある36)。これ

は236のスケッチからなっているが，この資料の

説明として，「エンゲルベルト・ケンプファー博

士の自身の手によって描かれ，モスクワ大公国，

ペルシア，東インドの旅行において収集されたオ

リジナルスケッチ」37)とある。そして，このスケ

ッチの中身がリスト化されているが，それを見る

と，神社，ペルシア人，ヨガの修行といった表記

と 並 ん で 「 日 本 の 相 撲 取 」  ( japanische 

Ringer ) という表記が確認できる。「日本の格闘

家」とも訳せるが，上で見たように，モンターヌ

スなども「相撲取」という言葉に対して，オラン

ダ語で「格闘家」を意味する“Worstelaer”を用

いていることから，これも相撲取を指すのが自然

に思われる。そうすると，ケンペルが日本滞在中

に描いたスケッチの中，もしくは収集した資料の

中に，相撲取を描いたものがあった可能性がある

ことになる。 

 しかしその後の研究では，この5232番資料はシ

ョイヒツァーが英語版『日本誌』に掲載する図版

資料のために作成した下絵だと見なされるように

なった38)。ケンペルは『今日の日本』を構想する

にあたって，自身のスケッチをもとにした60ほど

の図版を『今日の日本』に掲載しようと考えてい

た39)。ショイヒツァーは，スローンを通じてこれ

らのスケッチを入手して英語版を作成した時，ケ

ンペル自身のスケッチやケンペルが日本から持ち

帰った資料を利用して，掲載する図版を増やした

うえ，新たに独自の銅版画をつくらせた40)。スロ

ーンコレクションでは，ケンペルの手稿はケンペ

ルによるスケッチなども含めてすべて3060番とい

う資料にまとめられ，現在はこれを校訂版で確認

することができる。それを見る限りでは，相撲取

らしき絵は少なくとも存在しないように思われる41)。

そうするとショイヒツァーの「下絵」は，ケンペ

ルが持ち帰った図版資料から作らせたものだと仮

定できる。 

 この仮定のもとでは，ケンペル自身が日本で相

撲を実際に見たのかどうかは判然としないことに

なる。しかし，筆者はケンペルが相撲を見た可能

性は十分あるのではないかと推測している。江戸

時代前期に制作された，元禄年間の長崎諏訪神社

の諏訪祭り「長崎くんち」の様子を描いた八曲一

双の屏風「諏訪祭礼図屏風」には，左の半双に土

俵に力士たちが並び，観客がそれを見ている様子

が描かれている。おそらく祭りの行事の一つとし

て奉納相撲が行われていたのだと思われるが，こ

の右側の半双には，奉納踊りを観覧席から見る招

待客として，中国人商人たちと共に，正装したオ

ランダ人商人たちがマス席にいる姿が見られるの

である42)。出島のオランダ人商人たちは幕府に行

動を厳しく制限され，出島から出ることを禁じら

れていたが，江戸参府する場合に加え，長崎で行

われる特定の祭りには，監視つきでそれを見学す

ることは許されていた43)。そしてケンペルも実際

その祭りを見学し，かなり詳しく祭りの様子を記

録している44)。そこには相撲についての記述はな

いが，この屏風絵に見られるように，ケンペルも

オランダ人商人たちと一緒に奉納相撲も見た可能

性は十分あると言えるだろう。その他にも，先に

見たように，江戸参府をしたオランダ人一行の慣

習として，ケンペルも京都で観光のための自由時

間を認められている。そのさいにそこで勧進相撲

興行を見た可能性はあるだろう。また，ケンペル

はそもそも日本に来る前の時点で，日本に三度の

駐在をし，当時はオランダ東インド会社の総督で
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あったヨハネス・カンプスハウスを通じて，オラ

ンダ人商人たちの記録に接触し，日本のあらゆる

情報に通じていた。また，帰国のさいにもこのカ

ンプハウスから，カンプハウス自身が収集した貴

重な資料を受け取っている45)。その事実からも，

ケンペルが仮に直接に相撲を見ることが無かった

としても，間接的に日本の相撲文化について十分

な情報を得ていた可能性は非常に高いと言えるだ

ろう。 

 

(3)シーボルトが見た相撲 

 ドイツ，ビュルツブルク出身のフィリップ・フ

ランツ・フォン・バルタザール・シーボルト 

( Philipp Franz von Balthasar Siebold，1796 

- 1866 )は，出島の商館付き医師として1823年か

ら，禁制品を海外に持ち出そうとしたことが発覚

した所謂「シーボルト事件」で追放される1830年

1月1日までの長い期間に渡って日本に滞在した。

ケンペルと比べると滞在期間も長いが，日本人女

性と結婚し，鳴滝で私塾を開くなど滞在中の自由

度も高く，日本に対してはとりわけ医学の発展に

貢献する一方で，西洋世界に対しては，植物学，

博物学などの自然科学分野，日本の各種地図など

の地理学，そして浮世絵など民族学関係の膨大な

資料を収集し46)，またその著作によって西洋人の

日本人観へ極めて大きな影響を与えた。 

 シーボルトが残した記録や資料，そしてシーボ

ルト周辺の記録を見てみると，相撲という言葉や

図像が出て来る資料はいくつかある。その中の一

つに，例えばシーボルトの高弟であった高良斎の

資料がある。それは高良斎に対してシーボルトが

日本人の生理学上の特徴について質問し，それに

答えた内容を示す記録，通称「高良斎稿 生理問

答」である。この問答の中の6番目に「日本に於

いて何州の人が相撲取の如く最も丈高く候哉」47)

という質問が見られる。このことから，シーボル

トが日本人の「丈高」い人の例として，相撲取の

体格を念頭においていることを見ることができる。 

 他の関連資料として，シーボルトの日本滞在中

のお抱え絵師であった川原慶賀の残した資料を挙

げることができる。川原慶賀はシーボルト一行の

江戸参府にも同行し，道すがら日本の様子を描い

た。その中で人物画をまとめた画帳『人物画帳』

には，109態の様々な人物画が含まれているが，

その中に「長羽織を着た力士」と「化粧回しの力

士」という2人の相撲取が描かれているのを見る

ことができる48)。 

 次にシーボルトの著作『日本』における相撲に

関連する用語に注目してみたい。シーボルトは日

本滞在の成果を大著『日本』 ( Nippon ) におい

て著した。これはシーボルトの帰国から2年たっ

た1832年より分冊の形で発行されたもので，20分

冊が13回に分けて配本され，最後の配本は20年後

の1851年であったとされるが，実際は13回配本後

も一部の内容が配本され，それは1858年，もしく

は59年頃まで続いた49)。『日本』は本文第1章から

第7章までと，図版367枚からなり，シーボルトに

よる自費出版のかたちで発行された。予約購読者

を募り，発行部数は当初は300部ほど，最後の配

本の時には60部ほどだったと言われている50)。こ

の初版が出た後，1897年にシーボルトの息子アレ

クサンダーとハインリヒが編纂し，縮刷本として

一部省略，一部追補した第2版が出た（以下，第2

版と略す）51)。また，1930年と31年にベルリンの

日本学会からF・M・トラウツが監修し，増補され

た第3版が出る。1975年には日蘭学会が初版をベ

ースにして，上記第2版，第3版の内容も取り入れ

た4つ目の復刻版である第4版を出している52)。 

 『日本』において，相撲について述べられてい

る箇所は3か所ある。1つは第2版の第1部第2章に

ある1826年に行われた江戸参府の様子を描いたと

ころに見出せる。シーボルト一行は3月10日に曽

根（現在の兵庫県高砂市）に至り，「曽根の松」，

「石の宝殿」，「高砂の寺」を訪問した。そのさい

一 行 は ，「 あ る 相 撲 取 も し く は 相 撲 

( Ringkämpfer oder Sumō ) が，オランダ人たち

にいつも開いている」53)ささやかな酒宴に招待さ

れた。シーボルトは，この相撲取が，その三か月

前に長崎に来て，やはり会食を開いてくれたこと，

その後，火事で財産を失って貧しくなってしまっ
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たにもかかわらず，ここでもできる限りのことを

してくれたことを述べ，感謝している54)。また，

3つの寺のうち一つしか訪問せず，この相撲取の

酒宴にも参加しなかったオランダ大使に対して不

満をもらしている。 

 次に相撲に関連する表現が見られるのが，第2

版の第5部第2章にある日本の神事について書かれ

た「宗教」においてである。日本の年祭りが説明

される中で，祭りの期間中には実に様々な「祭典

や娯楽」が行われると述べられた後，「祭りの行

列，合唱，無言劇風の踊り，仮装，芝居，イルミ

ネーション，競馬，弓術，相撲 ( Ringkämpfe ) 

その他の身体の運動が，英雄をたたえる歌，冒険

物語の朗読，富くじ，食事や酒宴と代わる代わる

行われる」55)と説明される。ここに出て来る「相

撲」は，祭りの最中に行われる相撲なので，なん

らかの格闘ではなく，奉納相撲を指していると見

るのが適当だと思われる。またここでは競馬や弓

術という，相撲以外の日本の伝統スポーツも言及

されているのが見られる。 

 3つ目の相撲に関連する記述は，先の2か所と比

べてかなり長い。第2版の第2部「民族と国家」の

第3章「武器，武術，戦術について」の中，「武器

について」の節において，最後に「日本島の先住

民の石器武器への一瞥」という項目が書かれてい

る。これは途中で中断してしまっているが，トラ

ウツ版（第3版）ではその続きの部分がシーボル

トの草稿の写しによって補われており，その後に

出た日蘭学会版（第4版）でもそれは踏襲され，

補遺として出された巻に掲載された56)。その続き

とは，「日本島の先住民の石器武器への一瞥」の

最後の段落と，「武術，戦術について」である。

章のタイトル「武器，武術，戦術について」から

考えると，「武術，戦術について」は先におかれ

た「武器について」と並ぶ節である。そのなかの

「軍旗と職標の旗」の項目に相撲が詳しく説明さ

れているのを確認できる。これは長い叙述なので，

以下分割して見ていきたい。 

 

 軍隊について述べる場合，専門の格闘家 

( Ringer ) （相撲 ( Sumo )）という特別な階

級を生み出した相撲 ( Ringkämpfe ) についても

ふれなければならない。この格闘 ( Ringen ) は

日本の原民族の男の戦争の風習である。すでに寓

話風の伝説のなかにも，相撲 ( Ringkampfe ) で

優劣を競った神々が言及されている。紀元前29年

から紀元後70年までに統治した垂仁天皇の時代の

最古の歴史も相撲取たちのことにふれており，そ

れによると，天皇はケジュカ ( Kejuka ) という

有名な農夫を宮廷に招き，同じように有名でがっ

しりした武人であるスクネ ( Sukune ) と相撲で

優劣を競わせた。このとき，スクネはこの農夫を

非常に強い力で地面に投げたため，ケジュカの背

骨は折れ，死んでしまったという。この時から相

撲 ( Ringkämpfe ) は武士の訓練にも，また民衆

の祭りにも導入された。57) 

 

シーボルトは相撲を説明するにあたって，まず相

撲の起源について語っている。二つ挙げた起源の

うちの最初の一つは，神々が互いに優劣を競った

ことを伝える伝説というから，これはおそらく

『古事記』に見られるいわゆる国譲りの神話を指

していると思われる。国譲りの神話では，天照大

神が葦原中国を自分の子に統治させるため，そこ

を支配している大国主神に使者を次々と遣わし，

最後に派遣した建御雷神
タケミカヅチノカミ

が大国主神の息子であ

る建御名方神
タケミナカタノカミ

と手をつかみ合って力比べをし，そ

れに勝利して国を譲られる。なお，建御名方神は，

勝負に負けると，信濃の国の諏訪に逃げて命乞い

をするが，ここで祀られ諏訪社ができたとされて

いる。この説話は相撲の起原説話の一つとして良

く知られていることから58)，シーボルトはこれを

念頭に書いていると考えられる。 

 シーボルトが挙げているもう一つの起原説話は，

名前の表記が正確ではないものの，『日本書紀』

に見られる野見宿禰
ノ ミ ノ ス ク ネ

と当麻蹶速
タイマノケハヤ

の決闘の話であろ

う。それはこのような話である。垂仁天皇の時代，

7月7日に当麻村に当麻蹶速という強い男がいると

いう報告があり，帝は臣下にこの人物にかなうも

のがいないかと尋ねた。するとその場にいた一人
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が，出雲に野見宿禰という勇士がいると発言し，

二人に力比べをさせることにした。相対した二人

は蹴り合って戦い，しまいに宿禰は蹶速の腰骨を

折って殺してしまった。シーボルトはこの話を挙

げる際に宿禰が蹶速を「投げた」と説明している

が，もととなる説話では蹴り合って戦っている点

が異なる59)。しかし，いずれにせよ，現代では基

本的な相撲の起原説話として知られる二つの説話

を60)，シーボルトも相撲の起源を説明するために

採用していることがわかる。そしてこの二つの話

を紹介したあと，相撲が武士のたしなみになった

こと，庶民の間では祭りの中で催される身近なも

のになったことを述べている。このように，ここ

ではシーボルトが相撲の歴史を簡潔にまとめてい

るのが見て取れる。 

 さて，先の引用に続く部分では，相撲取の戦時

での役割と体格の話に移る。 

 

相撲取には兵士としての階級があり，戦時には先

陣を務め，そのさいには彼らの尋常ならざる大き

さと重さ，そして強さが役立ち，勇猛な姿を見せ

る の で あ る 。 歴 史 上 で は 有 名 な 相 撲 取 

( Ringer ) が い る が ， そ の 中 に タ ニ カ サ 

( Tanikasa ) という者がいる。その者は今世紀

の初めに活躍し，申し立てによると370斤，すな

わ ち 218 キ ロ あ っ た と い う 。 さ ら に サ カ ガ 

( Sakaga ) という者がいるが，彼は8尺，すなわ

ち3.032メートルあったと言われている。私自身，

そのような競技者 ( Athleten ) と個人的に知り

合いであったが，私はちょうど彼の腕のところま

での大きさであった。61) 

 

ここではまず，相撲取の戦時での役割が述べられ

る。ここで述べられている相撲取は，大名の「抱

え相撲」のことであろう。戦国時代以降，優れた

相撲取は大名に抱えられ，諸藩で武芸の振興に貢

献をした62)。彼らは戦時には戦場に赴いて，ここ

で述べられているような活躍をしたと考えられる

が，シーボルトが滞在した19世紀初めは，江戸の

太平の世の中であったので，実際には相撲取が戦

場に出ることはなかったと思われる。江戸時代の

後期までに，全体のおよそ1割の大名家が相撲取

を抱えていたが63)，これは主として大名の趣味と

して行っていたのである。 

 次に「タニカサ」 ( Tanikasa ) と「サカガ」 

( Sakaga ) という2人の相撲取の名前に注目して

みよう。第4版のこの部分を翻訳した中井晶夫は，

前者を「谷風」後者を「釈迦岳
シャカガタケ

」としている64)。

谷風は天明から寛政期に江戸を本拠にして活躍し

た2代目谷風梶之助のことであろう。谷風は上方

で活躍した小野川喜三郎とともに，寛政元年

（1789年）に富岡八幡宮の興業で初めて横綱披露

を行った相撲取である65)。谷風の体重は43貫と言

われているから66)，約161キロとなり，シーボル

トが得た情報は誇張されているように思われる。

も う 一 人 は 明 和 期 に 上 方 で 活 躍 し た

釈迦ヶ嶽雲右エ門
シ ャ カ ガ タ ケ ク モ エ モ ン

，大関釈迦ヶ嶽を指すと思われ

る。釈迦ヶ嶽は巨人力士で知られ，身長7尺余り

で，豆腐屋の二階の戸を叩いたという逸話がある67)。

7尺は約212cmであり，別の資料でも身の丈7尺1寸

6分（217.4cm）とあるが68)，いずれにせよシーボ

ルトはここでも相当誇張された情報を得ていたと

考えられる。 

 次に相撲取の国との関係について説明がされて

いる。 

 

相撲取 ( Ringer ) たちは例外なく公的には御所

様，つまり天皇の宮廷の役人の命令下にあり，諸

国の相撲取 ( Ringer ) を直ちに召集するよう，

この上官からの動員がかかると，大名たちはそれ

を実行すべく義務づけられていると主張している

人がいるが，それはほとんど考えられないことで

ある。というのはこのことは，将軍の政策と立場

とは相いれないものだからである。それゆえむし

ろ一種の名誉職ということなのだろう。69) 

 

第2章第1節で述べたように，平安期においては天

皇が相撲を観覧し，宴を催す相撲節が年中行事と

して行われたが，そのさい，その頃は相撲人と呼

ばれた相撲を生業としている者たちが，天皇の勅
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令によって諸国から召集された70)。これは，シー

ボルトがここで書いている内容と似通っているよ

うに思われる。しかし相撲節は12世紀に廃絶して

おり，シーボルトが滞在した時代にはすでに存在

していない。また，江戸期に全国の大名が召し抱

えている相撲取が召集される事例としては，将軍

が江戸城内で相撲を見物する上覧相撲があったが71)，

シーボルトが伝え聞いたのは天皇に命令による召

集であるから，これも違うように思われる。仔細

はわからないが，シーボルトが言うように，江戸

時代にはこの「上官」は，名誉職として形式上は

存在はしていたということなのか，もしくはシー

ボルトは相撲節について聞いた話を，同時代の話

と取り違えたというあたりが真相であろうか。 

 相撲について述べた最後の部分においては，相

撲の組織と技について述べられている。 

 

 大阪には相撲取 ( Ringer ) のための専門の学

校がある。そこで彼らは専門的な技を修得し，熟

達具合に応じて位を与えられる。それには4つの

序列があり，最下位の序列には48の組み手が与え

られている。同種のものを用いるのは，相撲階級

の特権を持つメンバーだけである。下級武士たち

も同種のものを学ぶが，その場合，上述の組み手

を用いるのではなく，特別な流派，いわゆる柔術 

( Zjuzitsu )，柔らかい組手と呼ばれるものがあ

る。72) 

 

大阪にある相撲専門の学校 ( Schule ) が何を指

すのかは判然としない。近世において相撲の正当

なあり方としての内外の作法を指示するものを

「故実」といい，それが力士に伝承されることで，

その伝承を受けた正当な相撲と，伝承を受けなか

った，正当ではない相撲が区別されていった73)。

その故実は行司が伝承し，「部屋」という単位に

おいて年寄を通じて力士に伝承された。この仕組

みのもとでは，相撲取になるには年寄に弟子入り

をする必要がある。この師弟関係のもとで運営さ

れる「宿所稽古場」がその後の相撲部屋の原型で

あるが74)，この宿所稽古場は18世紀以降に本場所

興行の拠点となった江戸，大阪，京都の三都に成

立している。シーボルトが述べているのは，この

うちの大阪の宿所稽古場のことだろうか。 

 また，「序列」については，すでに相撲節にお

いてもその強さに応じて相撲取の地位を示す序列

はあったものの，現在のような地位の呼称は江戸

時代の勧進相撲興行に成立したものである。具体

的には，17世紀後半より見られる番付表の発展と

並行して，18世紀前半には大関，関脇，小結，前

頭の4つの呼称が定着したというから75)，このシ

ーボルトの言う「4つの序列」とはこれを指すも

のと推測される76)。 

 「48の組手 ( Handgriffe ) 」は，いわゆる

「48手」を指すのだろう。48手は相撲の技を列挙

したもので，相撲の技の名称そのものはすでに平

安時代に見られるが77)，48手の原型となるものは

鎌倉時代中期以降に現れる。そして，現在に見ら

れる相撲の決まり手を指すものの原型は江戸期の

18世紀に定着していく78)。しかし，その後にシー

ボルトが書いている「最下位の序列には48の組み

手が与えられている」は，4つの序列の最下位

（である前頭）は，48手しか教えてもらえないと

いうことであろうか。相撲の48手というのは，決

まり手の総数が48しかないという意味ではなく，

元来は単に多いという意味で「48」が使われてお

り，江戸期に入ると48できれいにまとめられてい

た時もあったが，最終的には48よりかなり増えて

いる79)。資料によって異なるが，例えば，228手

を紹介する資料もある80)。そのことから考えると，

序列の最下位では，その最も基本的な48手しか学

べないという意味なのだろうか。その点は判然と

しない。また，その後に書かれている「相撲階級

の特権を持ったメンバー」も何を指すのかは不明

である。文字通り読むならば，大阪の専門の学校

で学んだ場合，最下位である前頭であっても，48

手を身に着けることが許されると解釈できる。 
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 最後の部分では，下級武士たちも組み手を習う

が，それは柔術だと述べられている。シーボルト

は別のところで「下級武士」( Soldaten ) のこ

と を 将 軍 の も と で 働 く も の を 「 同 心 」 

( Tozin ) ，大名のもとで働く場合は「足軽」 

( Assigaru ) と述べているから81)，ここで言う

下級武士 ( Soldaten ) も，与力の元で町の警備

や見回りを行った同心や足軽を指していると思わ

れる。この項目に関連づけられたと思われる図版

を見ると，相撲の様子が描かれた3つの図の下に，

同心もしくは足軽らしき下級武士が柔術を使って

相手を無害化し，拘束する様子が描かれているの

を見ることができる（図２）。 

 本引用部分全体から見てみると，相撲の起源，

普及の程度，戦時での活躍，体格，支配者及び為

政者との関係，団体組織，特殊技術など，多岐の

事柄について簡潔にまとめられているのがわかる。

また付された図版によって，視覚的にもその様子

が明らかにされている。 

 その語りにおいては，相撲取と背比べをした個

人的なエピソードが語られるものの，そのような

個人的，主観的な内容はごく一部に現れるにすぎ

ない。それよりも事典の記述のように，多くの事

実が淡々と客観的に語られているように見える。

とはいえ，その事実の中には，江戸期において勧

進相撲が庶民のあいだで熱狂的な人気を誇ったこ

とや，相撲とそれを取り巻く文化の華やかさなど

は含まれていない。本テキストが「武術と戦術に

ついて」の中に含まれていること，加えて最後に

引用した技術を説明する部分から見ると，シーボ

ルトは相撲を日本の武術のひとつとして位置付け

ていることがわかる。従って，武器や軍隊，その

訓練などと並ぶ日本の軍事力の一部として，相撲

を見ようとしていると言えるのではないだろうか。 

 

４．おわりに 

 本論においては，江戸期の鎖国時代に相撲に接

した3人の西洋人の記録から，それぞれの相撲体

験について分析を試みられた。 

 モンターヌスについては，まず，伝聞による情

報から異国の事物を再現する困難さについてみる

ことができた。自身が見たことのない異国の固有

の格闘競技を，他人の資料を用いながら再構成す

るとき，想像力によって対象の様子が補われるの

で，不正確さが生じ，また，現代的な視点から見

るとある種の奇抜さがみられるようになる。しか

しながら，モンターヌス自身はそのような奇抜さ

に固執するのではなく，そこから他民族の格闘競

技へと目を移しながら，日本固有の相撲を相対化

し，西洋社会の軍事教練一般の問題へとテーマを

拡大しているのを確認できた。日本の相撲は，自

文化を映す鏡のようなものとして機能していたの

ではないだろうか。 

 ケンペルについては，滞在中に船漕ぎの競争，

三十三間堂の通し矢など日本の伝統スポーツを見

学したことなどを見た。相撲にかんしてはショイ

ヒツァーが自身の『日本誌』の挿絵のために作成

したと言われる下絵にある相撲取の図版や，当時

長崎で行われていた諏訪祭りの様子，ケンペル一

行が京都見学を行ったこと，そしてケンペルがカ

図２ シーボルト『日本』挿絵「相撲取」 

（福岡県立図書館所蔵） 
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ンプハウスから多くの資料を得たことなどの事実

を確認した。そのことからケンペルが少なくとも

相撲を十分見聞きすることはできたと言えるので

はないかということを述べた。今後の研究におい

ては，例えばそのショイヒツァーの下絵があるス

ローンコレクションの5232番資料を直接確認する

ことなどが必要であろう。 

 最後に見たシーボルトは，相撲について多くの

記録を残していた。そのうちの一つはシーボルト

の個人的な交流から，当時の一相撲取の様子が垣

間見えるものであった。最も長く書かれた部分に

おいては，相撲の起源の説明から始まり，社会的

位置づけ，体格やその技の種類など包括的に説明

がなされているのを見ることができた。相撲の学

校など，一部の内容についてはそれが正確な内容

なのか不正確な内容なのか，判断をしかねるとこ

ろもあるが，総じてかなり詳しい相撲の情報が示

されていたと言えるだろう。しかし，それほど詳

しい内容であるにもかかわらず，江戸の庶民の娯

楽として人気を博した江戸の一文化としての相撲

の姿は，この長い記述からは見えてこなかった。

相撲は確かに江戸の文化の一部ではあるが，ここ

では「武術」の項目に取り上げられているため，

あくまでも日本の武術の中の一端として整理され，

記録されていたと言えるだろう。 

 これら3者の相撲体験から見えてくるのは，彼

らがそれぞれに接した相撲の様相であり，それを

言語化していく手つきである。他方，そのような

個々の表現の特性は見えて来たものの，そうした

相撲と接した体験を通じて，彼らは日本をどのよ

うなものとして捉えたのかということまでは明ら

かではない。相撲について書かれた西洋人の旅行

の記録は多く，例えばペリーや幕末に訪れたオイ

レンブルク一行の記録や，珍しいところでは，女

流ジャーナリストのアリス・シャレックといった

人も相撲については記録を残している。今後はそ

のような記録を網羅的に収集し，整理していく必

要があるだろう。そうした作業のなかで，西洋人

が相撲を通じてどのように日本を見たのかという

問題が明らかになっていくと思われる。 

 なお，この問題を異文化とスポーツという枠組

みで見た場合，これまでスポーツにかんする様々

な学問領域において，多様な研究方法や視点から，

この問題にはアプローチされてきた。しかしなが

ら，ある人物が体験した異文化のスポーツ，もし

くはスポーツを通じて生じた異文化体験を分析す

る方法について見てみると，心理学分野において

は口述記録の分析方法は質的研究の有効性が主張

され，その手法が整備されつつある一方で，書か

れた体験の記録，いわゆる「ライフヒストリー資

料」の分析については，未だ不十分であるといえ

る82)。本論は，旅行記や旅行を通じて残された資

料といった書かれた体験の記録から，この問題に

一考を与えることを目論んだものでもある。いわ

ば異国スポーツを語る言葉について検討すること

が意図されているが，これは言い換えると「異国

スポーツの詩学」という問題を扱っているとも言

える。今後は包括的な研究を通じて，この問題を

明らかにしていきたいと考えている。 
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構編『スポーツツーリズム・ハンドブック』学

芸出版社，2015年，12-15頁。 

2) スポーツ社会学においては，スポーツとグロ

ーバル化の問題にかんする研究は1990年代から

見られるようになった。例えばベールとマグワ
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